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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡を洗浄消毒する内視鏡洗浄消毒装置において、
　装置本体の壁面に開口部を有し、薬液を封入した薬液ボトルを導入するためのボトル挿
通路と、
　前記ボトル挿通路に配置され、前記薬液ボトルの薬液吐出部を開封して薬液ボトルに薬
液吐出口を形成する開封部と、
　前記ボトル挿通路内を進退可能に配置され、前記薬液吐出部が重力方向に対して上又は
横を向くよう薬液ボトルを収容するボトルセット部と、
　前記ボトルセット部に前記薬液ボトルを載せるため及び前記ボトルセット部から前記薬
液ボトルを取り出すための前記ボトルセット部の位置を第１の位置、前記開封部により前
記薬液ボトルを開封するための前記ボトルセット部の位置を第２の位置とした場合、
　前記ボトル挿通路に配置され、前記第１の位置と前記第２の位置との間を前記ボトルセ
ット部が直線状に進退するよう前記ボトルセット部の進行方向を規制するガイド部と、
　前記ボトル挿通路に固定された障害物である第１押し上げ部と、
　前記ボトルセット部に配置され、前記ボトルセット部を前記第１の位置から前記第２の
位置に進行させた際に前記第１押し上げ部に衝突することで受けた力を前記薬液ボトルに
伝達して、前記薬液吐出口が重力方向下を向くように前記薬液ボトルの第１の端部を押し
上げる第２押し上げ部と、
　を備えることを特徴とする内視鏡洗浄消毒装置。
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【請求項２】
　前記第２押し上げ部は、
　自由端と固定端と前記自由端および固定端の間に配置された関節部とを有する蝶番であ
り、
　前記第１押し上げ部に前記自由端が衝突することにより、前記自由端と前記固定端とが
近づいて前記関節部が前記薬液ボトルが配置されている方向に折れ曲がり、前記薬液ボト
ルを押し上げることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡洗浄消毒装置。
【請求項３】
　前記第１押し上げ部は、前記第２押し上げ部よりも重力方向下に配置され、
　前記第２押し上げ部は、前記ボトルセット部の底面から重力方向下に突出するように固
定され、
　前記第２押し上げ部が前記第１押し上げ部に乗り上げることにより前記ボトルセット部
を押し上げて、前記ボトルセット部に収容された前記薬液ボトルを傾斜させることを特徴
とする請求項１に記載の内視鏡洗浄消毒装置。
【請求項４】
　前記ボトルセット部は、前記第１の位置において載置された前記薬液ボトルの前記薬液
吐出口が重力方向に対して上を向くように、前記薬液ボトルの載置面に傾斜面を有するこ
とを特徴とする請求項１に記載の内視鏡洗浄装置。
【請求項５】
　前記ボトルセット部に接続され、前記ボトルセット部が前記第２の位置に位置するとき
に前記ボトル挿通路の開口を塞ぐ蓋部を含むことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡洗
浄消毒装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡を洗浄消毒する内視鏡洗浄消毒装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、内視鏡は、医療分野及び工業用分野において広く利用されている。医療分野にお
いて用いられる内視鏡は、細長い挿入部を体内に挿入することによって、体内の臓器を観
察したり、必要に応じて内視鏡が具備する処置具の挿通チャンネル内に挿入した処置具を
用いて各種処置をしたりすることができる。
【０００３】
　この医療分野の内視鏡は、特に検査、及び治療を目的として体内に挿入されて使用され
るものであるため、使用後に、再度使用するため洗浄消毒が必要となる。この使用済みの
内視鏡を洗浄消毒は、手洗い洗浄消毒の他、内視鏡洗浄消毒装置によって自動で行われる
ことが周知である。
【０００４】
　この内視鏡洗浄消毒装置に使用される消毒用の薬液は、密閉された薬液ボトル内に貯溜
されており、この薬液ボトルがセットされて、内部の薬液が内視鏡洗浄消毒装置内に注入
される。
【０００５】
　日本国特開２０１３－１６５８０３号公報には、消毒液ボトルが搭載されたボトル搬送
トレイを誘導するガイドレールを湾曲させ、このガイドレールの軌道に沿って消毒液ボト
ルを前進させることで、ボトルの開口がセット位置で上向き、刃部による開口位置で下向
きとなる液体投入機構が開示されている。
【０００６】
　しかしながら、特許文献１に開示の液体投入機構では、ボトルの軌道に合わせた広い空
間を確保しなければならない。
【０００７】
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　本発明は上記事情に鑑みてなされたもので、薬液ボトルの搬送に広い空間を要すること
のない内視鏡洗浄消毒装置を提供することを目的としている。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の一実施態様に係る内視鏡洗浄消毒装置は、内視鏡を洗浄消毒する内視鏡洗浄消
毒装置において、装置本体の壁面に開口部を有し、薬液を封入した薬液ボトルを導入する
ためのボトル挿通路と、前記ボトル挿通路に配置され、前記薬液ボトルの薬液吐出部を開
封して薬液ボトルに薬液吐出口を形成する開封部と、前記ボトル挿通路内を進退可能に配
置され、前記薬液吐出部が重力方向に対して上又は横を向くよう薬液ボトルを収容するボ
トルセット部と、前記ボトルセット部に前記薬液ボトルを載せるため及び前記ボトルセッ
ト部から前記薬液ボトルを取り出すための前記ボトルセット部の位置を第１の位置、前記
開封部により前記薬液ボトルを開封するための前記ボトルセット部の位置を第２の位置と
した場合、前記ボトル挿通路に配置され、前記第１の位置と前記第２の位置との間を前記
ボトルセット部が直線状に進退するよう前記ボトルセット部の進行方向を規制するガイド
部と、前記ボトル挿通路に固定された第１押し上げ部と、前記ボトルセット部に配置され
、前記ボトルセット部を前記第１の位置から前記第２の位置に進行させた際に前記第１押
し上げ部に衝突することで受けた力を前記薬液ボトルに伝達して、前記薬液吐出口が重力
方向下を向くように前記薬液ボトルの第１の端部を押し上げる第２押し上げ部と、を備え
る。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の実施の第１形態に係り、内視鏡洗浄消毒装置の外観の一例を示す斜視図
【図２】同上、内視鏡洗浄消毒装置の内部構成の一例を示す説明図
【図３】同上、薬液トレイを上面から俯瞰した状態を示す説明図
【図４】同上、薬液トレイを引き出した状態で薬液ボトルをセットしていない状態を示す
斜視図
【図５】同上、図４の状態からボトル押し上げ機構を動作させた状態を示す斜視図
【図６】同上、図４において薬液ボトルをセットした状態を示す斜視図
【図７】同上、図６の状態からボトル押し上げ機構を動作させた状態を示す斜視図
【図８】同上、薬液ボトルをセットした状態を示す説明図
【図９】同上、薬液ボトルの開栓を示す説明図
【図１０】同上、薬液注入を示す説明図
【図１１】同上、薬液ボトルの引き出し動作１を示す説明図
【図１２】同上、薬液ボトルの引き出し動作２を示す説明図
【図１３】本発明の実施の第２形態に係り、薬液トレイの説明図
【図１４】同上、薬液ボトルを開栓した状態を示す説明図
【図１５】薬液ボトルの載置面に傾斜面を設けた例を示す説明図
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。
【００１１】
［第１形態］
　図１において、符号１は、内視鏡を自動で洗浄消毒する内視鏡洗浄消毒装置を示してい
る。この内視鏡洗浄消毒装置１は、装置本体２と、その上部に、例えば図示しない蝶番を
介して開閉自在に接続されたトップカバー３とを含む。装置本体２とトップカバー３とは
、トップカバー３が装置本体２に閉じられている状態では、装置本体２及びトップカバー
３の互いに対向する位置に配設された、例えばラッチ８により固定される構成となってい
る。
【００１２】
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　また、装置本体２の操作者が近接する、図１中の前面であって、図１中における左半部
の上部には、洗剤／アルコールトレイ１１が装置本体２の前方へ引き出し自在に配設され
ている。洗剤／アルコールトレイ１１には、内視鏡を洗浄する際に用いられる洗浄剤が貯
留された洗剤タンク１１ａと、洗浄消毒後の内視鏡を乾燥する際に用いられるアルコール
が貯留されたアルコールタンク１１ｂとが収納されており、洗剤／アルコールトレイ１１
が引き出し自在なことにより、各タンク１１ａ，１１ｂに、所定に液体が補充できるよう
になっている。
【００１３】
　尚、洗剤／アルコールトレイ１１には、２つの窓部１１ｍが設けられており、該窓部１
１ｍにより、各タンク１１ａ，１１ｂに注入されている洗浄剤及びアルコールの残量が操
作者によって確認できるようになっている。この洗浄剤は、図示しない給水フィルタによ
り濾過処理がされた水道水により所定の濃度に希釈される濃縮洗剤である。
【００１４】
　また、装置本体２の前面であって、図１中における右半部の上部に、後述する薬液ボト
ル挿通路８０に収容される薬液トレイ８１が装置本体２の前方へ引き出し自在に配設され
ている。薬液トレイ８１には、内視鏡を消毒する際に用いられる消毒液や消毒液の緩衝液
等の薬液を封入した薬液ボトル１００が装着・収納され、薬液トレイ８１が引き出し自在
なことにより、薬液ボトル１００の交換が可能となっている。
【００１５】
　薬液ボトル１００は、例えば２つの薬液ボトル１０１，１０２から構成され、これらの
薬液ボトル１０１，１０２が薬液トレイ８１に一体的に装着・収容される。尚、薬液ボト
ル１００は、１つのボトルや３つ以上のボトルから構成されていても構わない。また、薬
液ボトル１００に封入される薬液としては、例えば過酢酸等の消毒液が挙げられる。
【００１６】
　また、装置本体２の前面であって、薬液トレイ８１の上部には、洗浄消毒時間の表示や
、消毒液を加温するための指示釦等が配設されたサブ操作パネル１３が配設されている。
一方、装置本体２の下部には、装置本体２の上部に閉じられているトップカバー３を、操
作者の踏み込み操作により、装置本体２の上方に開くためのペダルスイッチ１４が配設さ
れている。
【００１７】
　また、装置本体２の上面において、例えば操作者が近接する前面側の端部寄りに、メイ
ン操作パネル２５が設けられている。メイン操作パネル２５には、装置本体２の洗浄、消
毒動作スタートスイッチ、及び洗浄、消毒モード選択スイッチ等の設定スイッチ類が配設
されている。
【００１８】
　また、装置本体２の上面であって、操作者が近接する前面とは反対となる背面側に、装
置本体２に水道水を供給するための、水道蛇口５に接続された給水ホース３１ａ（図２参
照）が接続される給水ホース接続口３１が配設されている。尚、給水ホース接続口３１に
は、水道水を濾過するメッシュフィルタが配設されていても良い。
【００１９】
　次に、図２に基づいて、本実施の形態の内視鏡洗浄消毒装置１の内部構成について説明
する。　
　図２に示すように、内視鏡洗浄消毒装置１は、給水ホース接続口３１に、給水ホース３
１ａの一端が接続され、この給水ホース３１ａの他端が外部の水道蛇口５に接続されるこ
とにより、水道水が供給される構成を有している。給水ホース接続口３１は、給水管路９
の一端と連通している。この給水管路９は、他端が三方電磁弁１０に接続されており、管
路の中途において、給水ホース接続口３１側から順に、給水電磁弁１５と、逆止弁１６と
、給水フィルタ１７とが配置されている。
【００２０】
　尚、給水フィルタ１７は、定期的に交換できるように、カートリッジタイプの濾過フィ
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ルタとして構成されている。給水フィルタ１７は、通過する水道水の異物、雑菌等を除去
する。
【００２１】
　三方電磁弁１０は、流液管路１８の一端と接続されており、内視鏡を収納する洗浄消毒
槽４に配設された給水循環ノズル２４に対する給水管路９と流液管路１８との連通を内部
の弁によって切り替える。つまり、給水循環ノズル２４は、三方電磁弁１０の切り替え動
作により、給水管路９と流液管路１８とのいずれか一方と連通する。また、流液管路１８
の他端側には、液体のみを移送することができる、液体の移送能力に優れた非自吸式のポ
ンプである流液ポンプ１９が配置されている。
【００２２】
　また、洗浄消毒槽４の底部側には、循環口５６が配設され、この循環口５６に循環管路
２０の一端が接続されている。循環管路２０の他端は、流液管路１８の他端及びチャンネ
ル管路２１の一端と連通するように、２つに分岐している。チャンネル管路２１の他端は
、各送気送水／鉗子口用ポート３３に連通している。また、図示しないが、チャンネル管
路２１の他端は、図示しない鉗子起上用ポートにも連通している。
【００２３】
　チャンネル管路２１は、管路の中途において、一端側から順に、チャンネルポンプ２６
、チャンネルブロック２７、チャンネル電磁弁２８がそれぞれ配置されている。チャンネ
ルブロック２７とチャンネル電磁弁２８の間におけるチャンネル管路２１には、洗浄ケー
ス６と一端が接続しているケース用管路３０の他端が接続されている。このケース用管路
３０には、リリーフ弁３６が配置されている。尚、チャンネルポンプ２６は、液体と気体
とをどちらも、非自吸式ポンプよりも高圧で移送することができる自吸式のポンプから構
成されている。
【００２４】
　また、洗浄消毒槽４には洗剤ノズル２２が配設されており、この洗剤ノズル２２に洗浄
剤管路３９の一端が接続されている。洗浄剤管路３９の他端は、洗剤タンク１１ａに接続
されている。この洗浄剤管路３９には、その中途に、洗浄剤を洗剤タンク１１ａから洗浄
消毒槽４まで持ち上げるため高圧の自吸式のポンプから構成された洗剤用ポンプ４０が配
置されている。
【００２５】
　アルコールタンク１１ｂは、アルコール管路４１の一端と接続されており、このアルコ
ール管路４１はチャンネル管路２１と所定に連通するように、チャンネルブロック２７に
接続されている。アルコール管路４１には、アルコールをアルコールタンク１１ｂから洗
浄消毒槽４まで持ち上げるため高圧の自吸式のポンプから構成されたアルコール供給ポン
プ４２と、電磁弁４３とが配置されている。
【００２６】
　また、チャンネルブロック２７には、気体を移送することができる自吸式ポンプから構
成されたエアポンプ４５からの空気を供給するためのエア管路４４の一端が所定にチャン
ネル管路２１と連通するように接続されている。このエア管路４４は、他端が前記エアポ
ンプ４５に接続されており、エア管路４４の中途位置には、逆止弁４７と、定期的に交換
されるエアフィルタ４６とが配置されている。
【００２７】
　また、洗浄消毒槽４の底面部には排水口５５が設けられ、この排水口５５の下部に、弁
の切り替え動作により、外部へ洗浄液等を排出したり、薬液タンク５８に消毒液を回収し
たりするための開閉自在な切替弁５７が配設されている。切替弁５７は、外部排水口へ接
続される不図示の排水ホースと一端が接続されて連通する排水管路５９の他端と接続され
ており、この排水管路５９には、非自吸式のポンプから構成された排水ポンプ６０が配置
されている。また、切替弁５７は、薬液回収管路６１の一端と接続され、この薬液回収管
路６１の他端は薬液タンク５８に接続されている。
【００２８】
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　薬液タンク５８は、薬液ボトル１００から薬液、例えば消毒液が供給されるように、薬
液供給管路６２の一端とも接続されている。この薬液供給管路６２の他端は、薬液ボトル
挿通路８０に所定に接続されており、薬液供給管路６２を介して薬液タンク５８内に注入
された薬液は、希釈水と混合された後、消毒工程に使用される。
【００２９】
　薬液タンク５８内には、一端に吸引フィルタ６３が設けられた薬液管路６４の一端部分
が所定に収容されており、この薬液管路６４の他端が洗浄消毒槽４に配設された消毒液ノ
ズル２３に接続されている。薬液管路６４の中途位置には、消毒液を薬液タンク５８から
洗浄消毒槽４まで持ち上げるため高圧の自吸式のポンプから構成された薬液ポンプ６５が
配置されている。
【００３０】
　尚、洗浄消毒槽４の底面の下部には、内視鏡の洗浄消毒効率を向上させるため、例えば
２つの超音波振動子５２と、ヒータ５３とが配設されている。また、ヒータ５３の温度調
節のため、洗浄消毒槽４の底面の略中央には温度検知センサ５３ａが設けられている。
【００３１】
　ヒータ５３は、洗浄消毒槽４内に貯留され、装置内を循環する消毒液を所定の温度に加
温するためのものである。尚、消毒液には、その消毒効果が最も期待できる適正温度があ
る。この適正温度である前記所定の温度までヒータ５３によって加温された消毒液は、内
視鏡及び装置本体２内の各管路を有効的に消毒することができる。
【００３２】
　温度検知センサ５３ａは、洗浄消毒槽４内に貯留され、装置内を循環する消毒液の液温
を検知し、その検知結果を、制御部７０へと伝達する。内視鏡洗浄消毒装置１の内部には
、外部のＡＣコンセントから電力が供給される電源７１と、この電源７１に電気的に接続
される制御部７０が設けられており、制御部７０には、メイン操作パネル２５及びサブ操
作パネル１３からの各種信号が供給される。
【００３３】
　制御部７０は、温度検知センサ５３ａからの検知結果に基づいて、消毒液を前記所定の
温度に保つようにヒータ５３を駆動、停止する制御を行い、また、上述した各ポンプ、各
電磁弁などに対する駆動制御を行う。
【００３４】
　これらの各弁及び各ポンプに対する駆動制御においては、制御部７０は、少なくとも給
水管路９内に対して、循環管路２０、チャンネル管路２１を介して、既知の水抜き、消毒
、濯ぎを行うととともに、洗浄消毒槽４内の少なくとも水道水と消毒液とのいずれかを、
薬液回収管路６１を介して薬液タンク５８に回収するか排水管路５９を介して外部排水口
から排水するかのいずれかを行う給水管路消毒プログラムを備えている。また、制御部７
０は、内視鏡洗浄消毒装置１内の全管路内を消毒する全管路消毒プログラムや、ポート３
３にチューブを介して接続された内視鏡の内視鏡管路を洗浄消毒する内視鏡洗浄消毒プロ
グラムも備えている。
【００３５】
　以上の内視鏡洗浄消毒装置１で内視鏡の洗浄消毒を行う際には、薬液ボトル１００（１
０１，１０２）から薬液を供給しておく必要がある。次に、薬液ボトル１００を収容する
薬液トレイ８１について説明する。尚、本実施の形態においては、薬液は薬液ボトル１０
０から薬液タンク５８内に注入されて貯留されるが、薬液は最終的に洗浄消毒槽４内に届
けば良く、必ずしも薬液タンクを介さなくとも良い。
【００３６】
　薬液トレイ８１は、装置本体２の壁面に開口部を有して薬液ボトル１００（１０１，１
０２）を導入するための坑道を形成する薬液ボトル挿通路８０に進退可能に配設され、図
３に示すように、薬液ボトル挿通路８０の開口を塞ぐための蓋部８１ａと、薬液ボトル１
００（１０１，１０２）がセット・収容されるボトルセット部８１ｂとを主として構成さ
れている。また、この薬液トレイ８１のボトルセット部８１ｂには、以下に説明するよう
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に、薬液注入時に薬液ボトル１００（１０１，１０２）の一端を押し上げるボトル押上機
構８２が配設されている。
【００３７】
　ボトルセット部８１ｂは、薬液ボトル１０１，１０２がセットされる載置面８１ｃを有
し、薬液ボトル１０１，１０２の薬液吐出口が重力方向に対して上又は横を向いてセット
されるように、載置面８１ｃが水平或いは蓋部８１ａ側の部位が若干低い傾斜面として形
成されている。また、ボトルセット部８１ｂの両側部には、薬液ボトル挿通路８０内に配
置される２本のレール状のガイド部材８３に係合されるスライダ部材８４が取り付けられ
ている。
【００３８】
　ガイド部材８３は、スライダ部材８４と共にスライダレール機構を形成して薬液トレイ
８１の円滑な進退移動を可能とするものであり、ボトルセット部８１ｂの進行方向を規制
して後述する第１の位置と第２の位置との間を進退するように案内するガイド部として機
能する。尚、本実施の形態においては、第１の位置から第２の位置への移動は、重力方向
に対して横方向であるものとするが、横方向に限らず縦方向でも良い。また、スライダ部
材８４は省略することも可能であり、ボトルセット部８１ｂの両側部自体が直接ガイド部
材８３に係合されて進退移動が規制されるようにしても良い。
【００３９】
　ボトル押上機構８２は、ボトルセット部８１ｂの蓋部８１ａ側に配置されており、ボト
ルセット部８１ｂの進退方向と略直交するように前後して配置される２枚の板状の押上部
材８５ａ，８５ｂと、これらの押上部材８５ａ，８５ｂを回動自在に連結する関節部８６
とを有する蝶番として構成されている。このボトル押上機構８２のガイド部材８３に対向
する側の端部である自由端８２ａは、進退自在な自由端となるように配置されている。一
方、ボトル押上機構８２の蓋部８１ａ側の端部である固定端８２ｂは、蓋部８１ａまたは
ボトルセット部８１ｂに固着されることにより進退が制限されていてもよいし、蓋部８１
ａに突き当たることにより進退が制限されてもよい。
【００４０】
　薬液ボトル１０１，１０２は、押上部材８５ａ，８５ｂ上に積載されてボトルセット部
８１ｂにセットされる。薬液ボトル１０１，１０２の先端側の端部で薬液吐出部となる栓
部１０１ａ，１０２ａは、所定の荷重で破断可能な薄膜等によって内部の薬液を封止する
封止部材を有している。
【００４１】
　本実施の形態においては、この薬液ボトル１０１，１０２の栓部１０１ａ，１０２ａを
開封して薬液吐出口を形成する開封部として、装置本体２の薬液ボトル挿通路８０に、先
端部を鋭利に形成した第１刃部８７，第２刃部８８が配設されている。これらの第１刃部
８７，及び第２刃部８８には、上述した薬液供給管路６２を構成する管路６２ａ，６２ｂ
がそれぞれ接続されている。尚、開封部としては、刃に限定されることなく、例えばレー
ザーや水圧でボトルに薬液吐出口を形成するものや、キャップ状のボトル蓋部をひねって
薬液吐出口を形成するコネクタ形式のものでも良い。
【００４２】
　図４に示すように、装置本体２から薬液トレイ８１が引き出されて薬液ボトル１０１，
１０２をセット及び取り出すための第１の位置にあるとき、ボトル押上機構８２は、２枚
の押上部材８５ａ，８５ｂがボトルセット部８１ｂ上で１つの平面をなすように拡開され
ている。この第１の位置から薬液トレイ８１を押し込むと、装置本体２側のガイド部材８
３とボトルセット部８１ｂのスライダ部材８４とによってボトルセット部８１ｂが進行方
向を規制されて薬液ボトル挿通路８０内を直線状に移動する。
【００４３】
　このとき、ボトル押上機構８２の先端側の端部８２ａが、ガイド部材８３の先端部８３
ａに衝突し、更に薬液トレイ８１を押し込むと、図５に示すように、ボトル押上機構８２
の両端が近づいて中央の関節部８６が上方に押し上げられる。そして、この関節部８６の
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上方への移動に伴って押上部材８５ａ，８５ｂが拡開された状態から尾根状に折り曲げら
れて押し上げられる。
【００４４】
　従って、薬液ボトル１０１，１０２がセットされた図６の状態から、薬液トレイ８１を
押し込むことにより、図７に示す第２の位置となる。この第２の位置では、薬液ボトル１
０１，１０２の栓部１０１ａ，１０２ａが重力方向下を向くように薬液ボトル１０１，１
０２の後端側が押上部材８５ａ，８５ｂによって押し上げられた状態で、薬液ボトル１０
１，１０２の栓部１０１ａ，１０２ａに刃部８７，８８が突き当てられ、封止部材が破断
されて内部の薬液が重力によって流出する。
【００４５】
　すなわち、先端部８３ａを含むガイド部材８３を、薬液ボトル挿通路８０に固定された
第１押し上げ部とするとき、ボトルセット部８１ｂを第１の位置から第２の位置に進行さ
せた際に、第２押し上げ部であるボトル押上機構８２が、第１押し上げ部である先端部８
３ａに衝突することで受けた力を薬液ボトル１０１，１０２に伝達し、栓部１０１ａ，１
０２ａが重力方向下を向くように薬液ボトル１０１，１０２の底部側の端部（第１の端部
）を押し上げる第２押し上げ部として作用する。尚、第２の位置では、薬液ボトル挿通路
８０の開口が蓋部８１ａによって塞がれた状態となる。
【００４６】
　つまり、第１押し上げ部８３が障害物として働くことで、薬液ボトル１００が第１位置
に置かれた時の傾きのまま開封部８９に向けて進行することを阻害する。
【００４７】
　以下、薬液トレイ８１へのボトルセットから薬液注入後のボトル回収までの一連の動作
について、図８～図１２を用いて説明する。尚、以下では、薬液ボトル１０１，１０２を
薬液ボトル１００として説明し、開栓用の刃部８７，８８は刃部８９として説明する。
【００４８】
　先ず、図８に示すように、薬液トレイ８１を装置本体２から引き出した状態で、未使用
の薬液ボトル１００をボトルセット部８１ｂにセットする。このとき、ボトルセット部８
１ｂの積載面の形状により、薬液ボトル１００が水平状態、或いは薬液ボトル１００の栓
部１００ａが重力方向に対して若干上向きにセットされる。
【００４９】
　尚、栓部１００ａの破線は、内部の薬液を封止する封止部材１００ｂを示している。ま
た、装置本体２内に配設されるガイド部材８３は、後端部８３ｂが装置本体２の当接部２
ａに当接されて固定されているものとする。
【００５０】
　そして、薬液ボトル１００をセットした後、薬液トレイ８１を図の矢印方向へ押し込む
と、スライダ部材８４がガイド部材８３に案内されて薬液トレイ８１が移動する。そして
、図９に示すように、薬液ボトル１００の栓部１００ａに刃部８９が突き当てられる。
【００５１】
　このとき、開栓と同時或いは開栓直前に、図１０に示すように、ボトル押上機構８２が
ガイド部材８３による案内と連動して動作し、薬液ボトル１００の後部が押上部材８５ａ
，８５ｂによって押し上げられる。その結果、栓部１００ａが重力方向下を向くように薬
液ボトル１００が傾斜し、内部の薬液が重力によって流出して薬液供給管路６２から薬液
タンク５８に注入される。
【００５２】
　その後、薬液タンク５８への薬液注入が完了し、薬液ボトル１００を回収・交換するた
め、薬液トレイ８１を引き出すと、図１１中に矢印で示すように、ボトル押上機構８２の
押上部材８５ａ，８５ｂが立ち上がった状態から下がり、平面状の初期状態に復帰する。
これに伴い、薬液ボトル１００が水平状態、或いは栓部１００ａが重力方向に対して若干
上向きの元のセット位置に戻る。
【００５３】
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　従って、薬液ボトル１００が水平状態、或いは栓部１００ａが重力方向に対して若干上
向きの元のセット位置に保持されたまま、薬液トレイ８１が引き出されるため、図１２に
示すように、薬液ボトル１００の栓部１００ａが刃部８９から離間しても、薬液ボトル１
００内に残留した薬液ＺＬが重力によって外部に流れ出ることが防止される。
【００５４】
　このように本実施の形態においては、初期状態で薬液ボトル１００の栓部１０１ａの位
置が水平或いは水平よりも若干上を向くようにセットし、開栓時に、栓部１０１ａの位置
が重力方向下を向くようにボトル押上機構８２によって薬液ボトル１００の後部を押し上
げ、薬液を自重で外部に流出させるようにしている。そして、ボトル交換時には、栓部１
０１ａの位置が水平或いは水平よりも若干上を向く初期状態に戻すようにしている。
【００５５】
　すなわち、従来では、初期のセット状態に戻したときに栓部の位置が水平よりやや下方
となってボトル内の残留液が外部に垂れ落ちてしまう虞があったが、本実施の形態におけ
る内視鏡洗浄消毒装置１では、薬液注入完了後に薬液ボトルを引き出す際に、栓部１０１
ａの位置が水平或いは水平よりも若干上を向く初期状態に戻すため、残留液の垂れ落ちを
防止することができる。また、薬液注入時には、薬液トレイの８１の蓋部８１ａによって
装置本体２の薬液ボトル挿通路８０の開口が塞がれるため、過酢酸等の揮発性の高い薬液
を用いる場合であっても、揮発成分が装置本体２の外部に漏れ出ることを抑制することが
できる。
【００５６】
［第２形態］
　次に、本発明の実施の第２形態について説明する。第２形態は、第１形態のボトル押上
機構８２を変更するものである。以下、第１形態との相違について説明する。
【００５７】
　図１３に示すように、第２の形態の薬液トレイ９０は、第１形態と同様の蓋部９０ａと
ボトルセット部９０ｂとスライダ部材９１とを備える一方、第１形態のボトル押上機構８
２に代えて、第２押し上げ部としてボトル押上機構９２を備えている。ボトル押上機構９
２は、ボトルセット部９０ｂ下部の蓋部９０ａよりの部位に、重力方向下に突出するよう
に固定される押上部材９３を主として構成されている。
【００５８】
　このボトル押上機構９２の押上部材９３に対応して、装置本体２側も第１形態から若干
変更する。具体的には、薬液トレイ９０が収納される装置本体２の開口部入口の下面側に
、薬液トレイ９０を押し込んだときに押上部材９３の下端側が当接して押上部材９３が乗
り上げる傾斜面を有する受け部２ｂを第１押し上げ部として設けている。図１３では当接
部２ａに第１押し上げ部である受け部２ｂが形成されているが、本発明はこれに限定され
ない。第２形態においてガイド部材９５が当接部２ａに接触するのは必須の構成ではない
。
【００５９】
　尚、押上部材９３は、蓋部９０ａの一部として、ボトルセット部９０ｂよりも下方に延
出されて、ボトル挿通路の開口を塞ぐ構成としても良い。これにより、ボトル挿通路を塞
いで、揮発した薬液がボトル挿通路の外へ漏れるのを防止することができる。
【００６０】
　また、スライダ部材９１と共にスライダレール機構を構成する装置本体２のガイド部材
８３は、略中央部にヒンジ９４が配設されたガイド部材９５に変更し、ヒンジ９５を介し
て折り曲げ可能に構成されている。尚、薬液トレイ９０においても、蓋部９０ａとボトル
セット部９０ｂとはヒンジ９６を介して連結され、蓋部９０ａとボトルセット部９０ｂと
の角度が可変可能とされている。
【００６１】
　薬液トレイ９０を引き出して薬液ボトル１００をセットした図１３の初期状態では、ボ
トル押上機構９２の押上部材９３は、装置本体２の受け部２ｂから離間している。この状
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態では、薬液ボトル１００は、栓部１００ａの位置が水平或いは水平よりも若干上を向く
ようにセットされた初期状態に保持されている。
【００６２】
　この初期状態から薬液トレイ９０を押し込むと、図１４に示すように、ボトル押上機構
９２の押上部材９３の下端側が装置本体２の受け部２ｂに当接して、この受け部２ｂの傾
斜面に乗り上げ、ボトルセット部９０ｂを押し上げる。これにより、薬液ボトル１００の
後部が押し上げられて栓部１００ａが重力方向下を向くように傾斜した状態で刃部８９に
よって開封され、内部の薬液が重力によって流出して薬液供給管路６２から薬液タンク５
８に注入される。
【００６３】
　すなわち、第２形態では、押上部材９３を有するボトル押上機構９２を第２押し上げ部
として、受け部２ｂが第２押し上げ部よりも重力方向下に配置される第１押し上げ部とな
り、第２押し上げ部が第１押し上げ部に乗り上げることによりボトルセット部９０ｂを押
し上げてボトルセット部９０ｂに収容された薬液ボトル１００を傾斜させる。
【００６４】
　尚、このとき、装置本体２のガイド部材８３は、ボトルセット部９０ｂが円滑に傾斜す
るようヒンジ９４を介して折れ曲がるようになっている。また、蓋部９０ａは、装置本体
２の壁面と略同一面を形成するように、ヒンジ９６を介してボトルセット部９０ｂに対し
て若干拡開する。
【００６５】
　薬液の注入完了後は、薬液トレイ９０を引き出すと、ボトル押上機構９２の押上部材９
３が受け部２ｂから離間し、図１３の初期状態に戻る。すなわち、薬液ボトル１００が水
平状態、或いは栓部１００ａが重力方向に対して上向きの元のセット位置に戻る。
【００６６】
　第２形態においても、薬液の注入完了後に薬液ボトルを交換する際に、第１形態と同様
、薬液ボトルが水平状態或いは栓部が重力方向に対して上向きの元のセット位置に戻され
るため、薬液ボトル内に残留した薬液が重力によって外部に流れ出ることが防止される。
また、薬液揮発性の高い薬液であっても、薬液注入時に揮発成分の装置本体外への漏出を
抑制することができる。
【００６７】
　なお、図１５に示されるように、薬液ボトル１００が第１の位置にある時に吐出口が重
力方向上を向くように、ボトルセット部８１ｂの薬液ボトル戴置面８１ｃに傾斜面２００
が設けられていてもよい。
【００６８】
　本出願は、２０１４年１月８日に日本国に出願された特願２０１４－００１８９３号を
優先権主張の基礎として出願するものであり、上記の内容は、本願明細書、請求の範囲、
図面に引用されたものである。
【要約】
　ボトル押上機構８２によって薬液ボトル１００が傾斜して薬液が自重で薬液供給管路６
２から薬液タンク５８に注入され、薬液注入が完了した後、薬液トレイ８１を引き出すと
、ボトル押上機構８２が平面状の初期状態に復帰する。これに伴い、薬液ボトル１００が
水平状態或いは栓部１００ａが重力方向に対して上向きの元のセット位置に戻るため、薬
液ボトル１００内に残留した薬液が重力によって外部に流れ出ることが防止される。
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